
                                 北秋田地域振興局及び管内の概要 

 - 1 - 

Ⅰ はじめに               

  北秋田地域振興局では、「秋田県総合計画」の着実な展開を図るため、重点施策推進方針を策定し、これ

に基づく施策・事業を推進することにより、一層活力ある魅力的な地域づくりを進めている。 

  振興局の組織は、総務企画部、福祉環境部、農林部及び建設部からなり、職員総数は会計年度任用職員を

含め、230人（R8.4.1現在）となっている。また、地域における総合的な行政を推進する観点から、地域振

興局に属していない地方公所等とも密接な情報交換等により連携を図っている。 

協働・ 
機能合体 

令和８年度 北秋田地域振興局の重点推進方針 

北秋田地域の産業振興に向けた人材確保と定着支援 

農林業の振興 

安全・安心で健やかに暮らせる地域づくり  

地域の魅力体感と広域連携による誘客促進 
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地域振興局 
○総合的な行政の推進 

 

○地域を起点とした地域づくり 
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 Ⅱ 組織体制 

総務企画部

総務経理課
総務経理チーム

工事契約チーム

地域企画課 企画・観光振興チーム

出納室 出納チーム

大館福祉環境部

企画福祉課 調整・児童・障害者チーム

健康・予防課 健康・予防チーム

環境指導課
環境対策チーム

衛生・動物愛護チーム

鷹巣阿仁福祉環境部

企画福祉課 調整・障害者チーム

健康・予防課 健康・予防チーム

環境指導課
環境対策チーム

衛生・動物愛護チーム

農林部

農業振興普及課

企画・振興チーム

産地・普及チーム

担い手・経営チーム

森づくり推進課

林業振興チーム

森林整備第一チーム

森林整備第二チーム

農村整備課

管理チーム

ふる里づくりチーム

生産基盤チーム

建設部

企画・用地課
企画監理チーム

用地・管理チーム

道路整備課
道路建設チーム

道路保全チーム

河川整備課

河川砂防チーム

河川保全チーム

萩形ダム管理事務所

森吉ダム管理事務所

早口ダム管理事務所

建築課
建築指導チーム

住宅・営繕チーム

１ 内部組織
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○総合県税事務所北秋田支所 

○交通政策課秋田内陸線支援チーム（※現地設置チーム） 

○北児童相談所 

○動物愛護センター県北支所 

○北部家畜保健衛生所 

○鷹巣技術専門校 

○大館発電事務所 

○大館能代空港管理事務所 

○北教育事務所 

 

 

Ⅲ 職員数 

                                              （R8.4.1現在） 

 

 

 

 

定 数 内 職 員 定 数 外 職 員  

正 職 員 

 

 

専 門 員 

技 能 員 

（フル） 

 

小 計 

 

専門員 

技能員 

（短時間） 

非 常 勤 

 

（会計） 

非 常 勤 

 

（特別職） 

 

小 計 

 

 

合  計 

 

地 域 振 興 局 長 1  1     1 

総 務 企 画 部 26 0 26 1 8 0 9 35 

大館福祉環境部 25 2 27 0 15 2 17 44 

鷹巣阿仁福祉環境部 12 0    12 0 4 0 4 16 

農 林 部 47 3 50 0 5 0 5 55 

建 設 部 62 3 65 0 15 0 15 80 

合 計 173 8 181 1 47 2 50 231 

    

  

２ 管内地方公所等
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Ⅳ 管内略図 
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Ⅴ 管内概況 

 

１ 地勢 

  大館・北秋田地域は、県の内陸北部に位置する

２市１村（大館市、北秋田市、上小阿仁村）から

なり、総面積は2,322.7km２と県全土の約20.0％

を占めている。 

  地形は、中央部を東西に貫流する米代川（管内

85.4km）とその支流沿いに平地がひらけ、大館・

鷹巣盆地と阿仁部に大別される。地域全体として

は山地が多く、北部には白神山地に続く田代岳、

中央には森吉山、南部には太平山の３つの県立自

然公園を有している。 

 

２ 人口 

 管内の人口は、昭和35年の176,653人（国勢

調査）をピークに減少を続け、令和７年10月１

日現在で91,135人（県全体の10.4％）となって

いる。 

  また、管内の65歳以上人口の割合は43.2％

で、県平均の40.1％を3.1ポイント上回ってお

り、県の中でも高齢化が進行している。 

  国立社会保障・人口問題研究所による将来推計 

人口（令和５年12月発表）では、管内の人口は

このまま減少を続け、令和32年には54,390人に

まで減少するとされている。また、この間、年少

人口（15歳未満）及び生産年齢人口（15歳から

64歳）の割合は減少する一方、老年人口（65歳

以上）の割合は増加し、令和32年には管内の人

口の約52.0％を占める見込みとなっている。 
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３ 産業 

  令和５年度における管内の総生産額

は約4,046億円で、前年度と比べ約

154億円の増加となっており、全県の

総生産額（3兆7,396億円）の約10.8

％を占めている。 

  産業別では、第一次産業が約112億 

円（構成比2.8％）、第二次産業が約 

1,352億円（同33.2％）、第三次産業 

が約2,611億円（同64.0％）となって 

おり、全県と比べ、第二次産業の比率

が高く、第三次産業の比率が低い産業 

構造となっている。   

産業別就業者数の割合は、第一次産  

業7.7％（全県8.8％）、第二次産業  

28.2％（同24.0％）、第三次産業64.1％

（同67.2％）と、全県と比べ、やや  

第二次産業の割合が高くなっている。 

 

 

3,636 人

40.122人

13,385 人

109,589 人

30,354 人

306,541 人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管内

全県

産業別就業者数

第一次産業 第二次産業 第三次産業
（出典　令和２年国勢調査）

※第一次～第三次産業の値は、輸入品に課される税･関税等の控除前もの。 

そのため、これらの計は管内の総生産額と一致しない。 

(出典：国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口 令和５年12月推計） 
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⑴  農林業  

  農業については、アスパラガス、キュウリ、ねぎなどの産地であるほか、近年は、えだまめやにんに

くの生産が拡大している。また、比内地鶏やとんぶり等の特産品の産地である。 

 管内の耕地面積は田が12,034ha、畑が2,058ha、総農家戸数は2,481戸で、うち販売農家数は1,512戸

(60.9％)、自給的農家数は969戸(39.1％）となっている。 

  また、令和５年の管内の農業産出額は222.9億円で全県の約13％を占めており、中でも養豚団地の整

備に伴う畜産の産出額の割合が高くなっている。 

 

 

 

  ○令和５年農業産出額                             単位：億円 

 米 野菜 果実 花き 畜産 その他 合計 

大館市 34.1 29.2 2.5 0.5 68.9 1.3 136.5 

北秋田市 29.0 15.5 0.6 0.1 36.0 1.1 82.3 

上小阿仁村 3.1 0.8 0 0 0.1 0.1 4.1 

北秋田地域計 66.2 45.5 3.1 0.6 105.0 2.5 222.9 

秋田県        938 298 81 12 402 40 1,771 

北秋田／秋田県 7.1％ 15.3％ 3.8％ 5.0％ 26.1％ 6.3％ 12.6％ 

                                                （出典：令和５年市町村別農業産出額） 

 

管内の新規就農者は近年30人前後で推移しているが、農家数の減少幅を補うには至っていない。特に

新規学卒者やフロンティア研修生の少なさを踏まえ、今年度は、昨年実施した高校生アンケート（管内

３校・700人）や中高教員の意見をもとに、農業が職業の選択肢となるよう「意識醸成」に注力する。具

体的には、出前講座やＳＮＳ等を活用した「見る・知る」による周知啓発に加え、先進農家の「理念・

やりがい」に触れる取組を通じ、次代の担い手確保を推進する。 

（出典：令和６年都道府県別農業産出額） （出典：令和５年市町村別農業産出額） 
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農業の主要指標

林業・木材産業については、スギ人工林の過半が伐期を迎える中で、路網整備と高性能林業機械の導

入促進により、原木の生産体制が強化されているほか、伐採跡地への再造林が拡大し、「伐って、使っ

て、植えて、育てる」森林資源の循環利用が進展している。管内の森林面積は194,582haで、総面積

232,270haの83.8％を占め、そのうち国有林が117,824ha(60.6％)、民有林が76,757ha(39.4％）となっ

ている。

また、管内の林業従事者数は、原木生産の活性化や再造林の拡大に伴って安定した雇用環境にあり、

近年、170人前後で推移している。

項 目 項目 管内(Ａ) 全県(Ｂ) A/B (%) 摘 要

農

家

数

等

総農家数 戸 2,481 28,359 8.7 2025年農林業センサス

販売農家数 戸 1,512 20,659 7.3

自給的農家数 戸 969 7,700 12.6

基幹的農業従事者数
<個人経営体> 人 1,687 24,153 7.0

農業に従事した役員・
構成員(経営主を含む)

<団体経営体> 人 508 7,297 7.0

認定農業者 戸 467 7,512 6.2 県調査（R8.3月末現在）

集落営農組織 組織 80 667 12.0

集落型農業法人 組織 34 409 8.3

任意組織 組織 46 258 17.8

耕

地

耕地面積 ha 14,085 145,200 9.7 作物統計調査（令和７年）

田 ha 12,034 127,400 9.4

畑 ha 2,058 17,800 11.6

（出典：令和５年度版秋田県林業統計）
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○林業の主要指標 

項     目 項目 管内(Ａ) 全県(Ｂ) A/B(％) 摘 要 

林業従事者 林業経営体数 社 18 174 10.3 
令和６年度版 
秋田県林業統計 
 
 
 
 
 
県調査 
（R7.3月末現
在） 

林業従事者数 人 177 1,417 12.5 

林家数 戸 4,258 22,125 19.2 

森林生産 林内道路密度 m/ha 17.2 17.7 － 

高性能林業機械保有数 台 181 890 20.3 

原木市場売上量 千㎥ 44 99 44.4 

再造林面積 ha 142 735 19.3 

森林資源 林野率 ％ 83.8 72.1 － 

森林面積 千ha 195 839 23.2 

民 

有 

林 

 森林面積 千ha 77 448 17.1 

 人工林率 ％ 59.8 57.2 － 

 森林蓄積 千㎥ 16,268 98,979 16.4 

 

 

(2) 工業 

  管内の製造品出荷額等は、令和５年にあっては 2,015億円、従業者数は8,957人、事業所数は241と

なっており、製造品出荷額をみると食料品が最も多く、生産用機械、金属製品がそれに続いている。   
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○北秋田地域の誘致企業 

年度 企  業  名 市 村 操業年月 業   種 

Ｒ元 第一日昭工業株式会社 大館市 Ｒ２年６月 生産用機械器具製造業 

株式会社エレックス極東 鷹巣 

再生可能エネルギー研修センター 

北秋田市 Ｒ元年７月 エンジニアリング業 

Ｒ３ 株式会社オオダテソーイングファ

クトリー 

大館市 Ｒ３年11月 製造業 

東洋紡株式会社 大館市 Ｒ６年６月 製造業 

Ｒ５ 株式会社本家あべや 大館市 Ｒ６年６月 製造業 

株式会社ぴーぷる 北秋田市 Ｒ６年４月 
情報処理 

（ソフトウェア業） 

Ｒ６ 株式会社ヤマハミュージッククラ

フト秋田 

北秋田市 Ｒ７年10月 製造業 

Ｒ７ ＧＡＯＧＡＯ株式会社 北秋田市 Ｒ８年４月 情報サービス業 

 

(3) 商業 

  管内の卸売業・小売業は、令和３年６月実施の経済センサス活動調査で、管内1,104事業所、従業者

は7,196人となっている。近年、人口減少等により、事業所数、従業者数ともに減少傾向にある。 
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商業の動向

事業所数 従業者数

従業者数（人）事業所数

（出典　平成２４、２８年、令和３年経済センサス活動調査）
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４ 雇用動向 

 管内の年間平均有効求人倍率は、令和７年にあっては1.26倍で、全県の1.21倍を上回るなど、ここ

数年、全県平均以上の値で推移している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 秋田労働局調べ） 
    

５ 観光 

  管内の入込客数は、令和７年にあっては  

1,778,179人で、前年比で11.0％の減少とな  

った。宿泊客数は287,567人で、前年比で 

2.7％の減少となった。 

  令和７年は、大規模施設等の入込客数の減少

や大雨災害・豪雪といった天候不順の影響など

により、入込客数及び宿泊者数ともに前年に比

べて減少した。また、コロナ禍前（令和元年）

の水準にも至っていない。 

  ○主要観光地点及びイベント等の入込客数                   （千人） 
                                                                                         

名  称 令和６年 令和７年  

 

 

 

 

名  称 令和６年 令和７年 

秋田犬の里      219 209  道の駅かみこあに         297 264 

道の駅ひない     107 105 大館アメッコ市  83 69 

大太鼓の里 ぶっさん館 170 116  本場大館きりたんぽまつり   73 82 

森吉山阿仁スキー場    37  44 比内とりの市  16 18 

                                                                              （出典 振興局調べ） 
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（出典 秋田県観光統計、振興局調べ） 

（年） 
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６ 保健・医療・福祉 

(1)  主要死因別死亡率 

   令和６年における管内の死亡率（人口千対）は22.2で、全県の19.6に比べ2.6高くなっている。

主要死因による死亡率（人口10万対）は、悪性新生物444.0、心疾患238.1、脳血管疾患170.5の 

順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2)  福祉対象者数の状況 

   令和７年３月31日現在の管内の介護認定者数は8,537人となっている。また、令和８年３月中の生

活保護状況は921世帯、1,073人で前年同月より減少している。 

                                （令和７年３月31日現在、単位：人、世帯） 

 大館市 北秋田市 上小阿仁村 合 計 

 介護保険要介護（要支援）認定者数 5,665 2,676 196 8,537 

 精神障害者数 2,410 1,034 63 3,507 

 身体障害者数 3,334 1,463 128 4,925 

 知的障害児者数 690 409 29 1,128 

 母子世帯数（※１） 682 214  7 903 

 母子世帯の子どもの数（※１） 981 309 16 1,306 

 父子世帯数（※１） 95 35 4 134 

 父子世帯の子どもの数（※１） 142 48 8 198 

 生活保護世帯数（※２） 626 277 18 921 

 被保護人員（※２） 732 323 18 1,073 

※１ 令和７年８月１日現在 ※２ 令和８年３月中に保護を受けた世帯数及び人員 
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(3)  保健福祉施設の状況 

    令和７年４月１日現在の管内の保健福祉施設数は、養護老人ホーム２施設、特別養護老人ホーム

14施設、介護老人保健施設４施設となっている。 

（令和７年４月１日現在） 

 

 

 

 

 大館市 北秋田市 上小阿仁村 合 計  

 

 

 

 養護老人ホーム 1 1 0 2 

 特別養護老人ホーム 8 5 1 14 

 介護老人保健施設 2 2 0 4 

 

 ⑷ 医療施設の状況等 

   令和７年４月１日現在の管内の医療施設数は、病院８施設、一般診療所79施設、歯科診療所32施

設となっている。 

（令和７年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院 一般診療所（※）  

歯科診療所 

 

 

 

 

 

 

 

施設数 病床数 施設数 病床数 

大館市 6 1,039 47 0 22 

北秋田市 2 464 29 4 10 

上小阿仁村 0 0 3 0 0 

管内合計 8 1,503 79 4 32 
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７ 生活環境 

⑴   水道普及率 

    令和７年３月31日現在の管内の水道普及率は89.9％で、全県の92.5％を2.6ポイント下回って 

   いる。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 汚水処理人口普及率 

     管内では、旧大館市、旧比内町、旧田代町が流域関連公共下水道事業、旧阿仁町、上小阿仁村が特

定環境保全公共下水道事業、旧鷹巣町、旧森吉町、旧合川町が単独公共下水道事業として昭和62年度

～平成10年度までに事業着手している。現在は、平成17年度の旧合川町を最後に全ての旧市町村が

汚水処理を開始している。 

    管内の汚水処理人口普及率は、令和７年３月31日現在で83.4％と全県の89.6％を6.2ポイント下

回っており、一層の整備の促進が求められている。また、流域下水道としては、米代川流域下水道事

業大館処理区が昭和61年度から事業着手し、平成４年度に処理を開始しており、幹線管渠延長の整備

率は100％（２条管※含む整備率87.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２条管：下水道管渠は、自然流下区間と圧送区間に分類されるが、圧送区間の管渠が損傷等で機能停止した場合に備える予備管渠を２条管とい
う。 
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８ 社会基盤・交通 

 管内の交通状況について、高速道路網では、日本海沿岸東北自動車道・二井田真中ＩＣ～鷹巣ＩＣ間

（平成28年10月開通）、鷹巣ＩＣ～大館能代空港ＩＣ間（平成30年３月開通）及び大館能代空港Ｉ

Ｃ～蟹沢ＩＣ間（令和２年12月開通）に続き、令和８年３月にはきみまち阪ＩＣ～北秋田今泉ＩＣ間

が開通した。一般道では、国管理の国道７号のほか、県管理の国道103号、国道105号、国道285号が

各方面を結び、県道27路線が国道を補完してネットワークを形成しているが、未整備の区間もあるた

め、早期の整備が期待されている。 

 

 空路では、大館能代空港が平成10年に開港

し、令和２年12月には利用者が300万人を突破

した。同年、大館能代空港東京羽田線が、羽田

発着枠政策コンテストで選定され、令和４年７

月から３往復での定期運行となった。 

 また、令和６年12月の有識者懇談会におい

て、大館能代空港の利用者数の伸びとこれまで

の取組が評価され、 政策コンテスト枠の延長と

して、令和11年３月24日までの３往復運航が

決定している。 

 令和７年度の定期便利用者数は、198,483人となっており、前年度比で2.0％の増加となった。開港

以来最多利用者数を３年続けて更新している。 

 
  

 鉄道は、ＪＲ奥羽本線、花輪線のほか、鷹

巣と角館を結ぶ秋田内陸線が第三セクターで

運行されている。秋田内陸線の令和７年度の

輸送人員は、191,129人であり、前年度との

比較では、35,561人の減少となっている。イ

ンバウンド団体の利用は、観光需要の回復を

受け、増加傾向となっていたが、頻発する自

然災害による運休長期化の影響により、令和

7年度は減少している。 

                                                

（出典 大館能代空港の利用状況） 
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⑴  道路 

     管内の高速道路は、平成28年10月に日本海沿岸東北自動車道・二井田真中ＩＣ～鷹巣ＩＣ間が

開通したことにより、平成25年の大館市に続き、北秋田市が東北縦貫自動車道に接続された。 

     平成30年３月に、鷹巣ＩＣ～大館能代空港ＩＣ間1.7kmが開通したことで、大館能代空港が東北

縦貫自動車道に直結している。また、令和２年12月に大館能代空港ＩＣ～蟹沢ＩＣ間5.3kmが開

通、令和８年３月２０日にきみまち阪ＩＣ～北秋田今泉ＩＣ間4.5kmが開通したことにより高速道

路へのアクセスがさらに向上した。 

      現在、二ツ井今泉道路（L=5.9km）及び二ツ井白神ＩＣ～小繋ＩＣ間（L=6.5km）については、国

施行による事業が進められている。              

 

 

 

 

 一般国道では、国直轄管理の国道７号が管内北部を東西から青森県境に北上し､県管理の国道103

号が大館市から東西に鹿角地域と、国道105号が中央部を南北に大曲仙北地域と、国道285号が秋

田市周辺地域と結ばれており、地域間交流･連携を支えるネットワークを形成している。    

また、主要地方道では鷹巣川井堂川線など９路線､一般県道18路線で地域内交通のネットワーク

を形成している。 

このうち、国道105号の郡境部の大覚野峠区間5.7kmについては、令和３年３月より国直轄権限代

行「大覚野峠防災」事業が進められている。 

県管理道路の総延長は30路線、435.83kmでその改良率は77.6％、舗装率は95.2％となってお

り、県全体の改良率79.7％、舗装率97.3％に比べてどちらも北秋田管内が低くなっている。これら

の路線は地域の発展や活性化に不可欠な路線であり、厳しい財政状況が続く中でコスト縮減に努め

ながら整備促進を図っている。 

 

⑵  河川 

管内の河川は、国直轄管理の米代川（一部県管理8.3km）のほか、仙北市田沢湖町との境界の椈森

に源を発し、北秋田市山間部を流れ能代市二ツ井町下田平地区で米代川に合流する阿仁川（管理区

間延長60.7km）や阿仁川に流入する小又川、小阿仁川など41河川、管理延長 457.924kmとなって

いる。このうち、築堤済区間が175.359km、無堤区間が141.059km、築堤不要区間が141.506kmで整

備率は55.4％となっている。 


